
事業実施地域・
協力園校

【実施地域】
下関市、柳井市、周南市、阿武町
【協力園校】
幼：公立保育所１園、私立保育所１園、公立幼稚園１園、私立幼稚園１園、私立認定こども園１園
小：公立小学校５校

架け橋期の
コーディネー
ター等

【配置人数】
４名
【経歴】
・現保育者養成大学准教授
・現私立保育所長
・元公立小学校長、現私立幼稚園長
・元公立こども園長、中学校長

架け橋期の
カリキュラム開発

会議

【会議委員人数】
17名

【開催数】
計９回

【委員属性】
学識経験者２名、私立保育所長１名、公立幼稚園長１名、私立認定こども副園長１名、公立小学校長１名、地域住民代表者
１名、市町幼児教育・保育主管課保幼小連携担当者１名、市町教育委員会保幼小連携担当者１名、乳幼児の育ちと学び支援
センター３名、教育庁義務教育課１名、教育庁特別支援教育推進室１名、教育庁地域連携教育推進課１名、健康福祉部こど
も・子育て応援局こども政策課１名、総務部学事文書課１名

1

架け橋期の
カリキュラム

【開発主体】
下関地区①（１公立幼稚園、１公立小学校）
下関地区②（１私立認定こども園、１公立小学校）
柳井市 （１私立保育所、１公立小学校）
周南市 （１私立幼稚園、１公立小学校）
阿武町 （１公立保育所、１公立小学校）

文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

幼稚園 保育所 幼保連携型
地域裁量型 小学校

国立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 国立 公立 私立
施設数 1 23 126 90 179 15 22 2 291 0

園児・
児童数 68 335 10,041 5,294 16,002 1,278 2,668 773 59,459 0

山口県教育委員会
【総人口】 1,273,967人
【主担当部局】山口県乳幼児の育ちと学び支援センター

（公立幼稚園担当）
【主な関係部局】山口県健康福祉部こども・子育て応援局

こども政策課
（保育所・認定こども園担当）
山口県総務部学事文書課
（私立幼稚園担当）

【自治体 関連URL】https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/186/
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１ 事業実施の目的
園と小学校が主体的に関わり合いながら開発する架け橋期のカリキュラムの在り方について調査研究を行い、その成果を全県に周知する。

２ 事業実施体制や取組内容
⑴ 事業実施体制 ⑵ 取組内容

ア 幼児教育・保育長期研修を活用した協力地域の設定

【協力内容】
・架け橋期のカリキュラムの作成
・架け橋期のカリキュラム開発会議への事例提供
・県主催の保幼小連携研修会での授業公開・取組発表
イ 教育委員会と幼児教育・保育主管課の連携の充実
・市町保幼小連携担当者研修会の開催
（教育委員会と幼児教育・保育主管課の担当者が同席）

３ 事業を実施する過程で生じた課題と、その解決方法
園と小学校が架け橋期のカリキュラムに関する取組を行うためには、市町の教育委員会と幼児教育・保育主管課の連携したサポートが必要不可欠であった。

そこで、合同研修会の開催等、教育委員会と幼児教育・保育主管課の連携を図る取組を行った。
４ 事業の成果と今後の課題

意見交換や合同の研究の機会等を設けている園と小学校の割合が増加した。また、園では「子どもの育ちを見通す」、小学校では「園での子供の経験を生
かす」など、保育や教育の見直しや工夫が行われるようになった。引き続き、対話を大切にしながら、架け橋期のカリキュラムの実践を進めていきたい。 2

文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

山口県教育委員会

ア

イ

小学校教員を保育所・幼稚園・認定こども園に派遣。
乳幼児期の教育・保育を踏まえた小学校での支援を研究。

令和 5年度幼児教育 ・保育長期研修派遣市町

下関市 柳井市 周南市

、9-------------— , 励 ノJ.LE屯 F---------------、‘ 
＇ 教育委員会

I 
協力園 ＇ ＇ 凸 ＇ ＇ 

幼児教育 ・保育主管課 協力校

i 【協力】

＇ 
・地殺内の保幼小連携体制の怜亮

・小学校区内の保幼小連悦体制の怜亮

＇ 
・カリキュラムの開発にl;,l:IたlI1組

・カリキュラムのif成 ・'k施 ・検．，［ ・改祖
1 令和 4年度幼児・開発会滋ヽ0).,,例提供l ・保幼小連樅研修会の充火 研究成果の発k （公llil授炎 .· 1 ,11,I梵 lぶ~)
’ヽ教育長期研修生

‘------~---—ぷ二ぶ·----こ-------ク

市町教 育 委 員 会

市 町 幼児教育 ・

保 育 主 管 課

令和 6年度幼児教育 ・保育長期研修派遣市町

下関市 阿武町

・カリキュラムの開発
・協｝）間 ・協｝）校の取組に品づくカリキュラムの検証 ・改普

・保幼9卜連携推進に係る取組検討

〔
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１ 架け橋期のカリキュラムの開発に当たって、幼保小の関係者で大事にした視点
・様々な立場の者が協働して開発に当たること
・対話を通した相互理解を大切にすること
２ 架け橋期のカリキュラムが完成するまでの協議内容・プロセス
⑴ 協議内容
・開発の方向性…県として大きなねらいをまとめつつも、柔軟に市町によって特性を生かせる形がよい。
・共通の視点…「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を重視するとよい。「育みたい資質・能力」や「ねらい」は例として示すべき。
⑵ プロセス
【幼児教育・保育長期研修生（協力園・協力校）との研究協力】
研修生は、架け橋期のカリキュラム開発会議で協議した「共通の視点例」をもとに架け橋期のカリキュラムを実際に作成、実践するとともに、架け橋期のカリキュラ
ム開発会議へ事例提供を行った。それを受けて架け橋期のカリキュラム開発会議で「開発の方向性」や「共通の視点例」について再び協議を行った。
３ 架け橋期のカリキュラムの内容

４ 架け橋期のカリキュラムを園校で実践したことによる先生方の指導の工夫や子供の姿の変化（事例）
【協力園】小学校と協議して設定した 「めざす子ども像」の育成に向けて、子どもの思いを引き出す関わりを意識した。目標を自分で決めたり、活動に対する気

付きを深めたりする子どもの姿が見られた。また、子どもの姿から保育を見直そうとする意識が高まった。
【協力校】これまでは、子どもたちに、教師が設定した活動を提示し、指示を出すことが多かったが、現在は、１年間を通して、様々な場面において、園での経験

や活動したいことを尋ねている。主体的な子どもの姿が多く見られるようになってきた。
５ 実践結果を踏まえて、架け橋期のカリキュラムを見直した点・改善した点（事例）
【協力校】「めざす子どもの姿」の中でも、特に大切にしたいものがあることに気付いた。重点事項を設定し、記す順番等、表記の仕方を変更した。 3

文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

山口県教育委員会

【山口県の架け橋期のカリキュラム開発の方向性】
○地域、園・小学校が創意工夫しながら、それぞれの特色を生かして架け橋期のカリキュラムの作成ができるようにする。
○山口県における「共通の視点例」及び実践事例を示すことにより、各園・小学校、市町が架け橋期のカリキュラムを作成する上での手掛かりとできるよう
にする。
【山口県の架け橋期のカリキュラムの「共通の視点例」】
○子どもたちの現状 ○めざす子ども像 ○育みたい力（育みたい資質・能力、重点を置きたい10の姿、ねらい等）
○育ちと学びのつながり（園での活動と小学校の学習のつながり）
○人のつながり（子ども同士のつながり…交流活動、先生同士のつながり…合同会議等） ○指導上の配慮事項（先生の関わり、環境の構成）

呼 ぶ霊ぶ謬唸品てし合う
ことを大切1こしましょう1

リーフ レッ トで対話を通した相互理解を促す



６ 架け橋期のカリキュラム例①
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文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

山口県教育委員会

架け橋期を通

してどのよう

な子どもを育

てたいのかを

表す「めざす

子ども像」を

決めることで、

共通の視点で

同じ小学校区

の子どもたち

を育成するこ

とができると

考えました。

園では、家

庭との連携

を大切にし

ています。

小学校でも

できる家庭

との連携を

考え、引き

続き家庭と

協力しなが

ら子どもた

ちを育てて

いきたいと

考えました。

以前作成されていた接続期のカリキュラムをもとに、

「人をつなぐ」ページと「学びをつなぐ」ページに

整理し、２枚にまとめました。

交流活動を中

心として、上

側が園、下側

が小学校の欄

として、保幼

小のつながり

が分かりやす

くなるように

まとめました。

園では、それぞれ特

色ある取組を行って

いるので、全てを載

せることは難しいと

考え、「小学校の教

科教育につながる活

動」に絞りました。

小学校へのつながり

とともに、それぞれ

の園での特色ある保

育を確認することも

できました。

生活科を中心と

した、合科的・

関連的な指導を

行うに当たり、

生活科の単元、

ねらいを載せる

ことで、見通し

をもって保育や

授業を行うこと

ができると考え

ました。

めざす

子ども懺
＊かしこい子 （憲欲的に学び、表現する子）

幼えの姿且こ五二 ；：二；をご ：つなが） の：：友達と一緒9遷 ぽっと言言：；

月 月

＊かしこ い子 （意欲＂，

了！

保

育

11
．

幼

稚

II

●新しい環填に慣れ．友達とのあそびを奏しむ． （傘¥) ●友達と一緒に目的を

青みたい力 ●年長児としての自覚を らち．生活に必要なさまりを守る． （●) 響）

ねらい I・身近な動惰物に触れた '}.親しみをもって世匡をした＇Jするなかで． やさ しい気持ちで接するこ●自然や身近な環境と

との大切さに気付<. （●） 工夫した リ、撓軟した

・ 環撓の変化から落ち看かない幼児 ら い るので、使い慣れている遊具や用具を準偏 し、安心して遊 •あそ びのイ メ ージを
べるようにする． るように準偏 して、湯

，いろいろな累材や用具などを自分たちで選び、伸び伸びと遊べるように用童し てお く． •水あそ びの約束を守

・動植物の世話や命に閲する絵本の玩み聞かせ等を通 し、命の大切さについて知らせる． 慮する。

，環境構成 ＊年長児になった喜びや緊張、不安などさ まざまな気持ちに寄リ添い、 一人ひとりをT撃に受け止 ＊＇Iヽ動靭の世話をしな

＊保育者の のていく． わ，） の気持ちを百むよ

援助 ＊冥年齢児とかかわる中で、世廷をしようとする気持ちになるようにする。 力自分の意見を出しな

＊敦囁ら一緒になって鵞いたり、惑動したリして、幼児の気づきや発見を大切にしていく． そびがいっそうおも し

活動

4月

・好 きなあそび

【砂 あそび、 ままごと 、移動遊

具、 固定遊具、 室 花 あそび、虫探

し、鬼ごっ こ、製作あそび、 ごっ

こあそび、 】

・廃材あそ び

・花 の程、野菜の苗1i1iえ

・飼育物の世話

・体操・リズムあそび

・固内探検

・年少児のお手伝い （当 醤活動）

・好 きなあそび

• こ いのぽり づくり

・家族の 日プ レゼ ンづ くI)

・絵具あそび 【個人絵の具 】 （通 年）

・風づくり

・共同制作 8峠目づ く り）

・運動遊 び

【行進、体挽、 遊戯 、 かけっ こ】

・玉ねぎ収穫

魂 生会、 親 子交通教 室、参観 日

学級懇談、 小運動会

・
び

泡

ン

染

・

誕

日

虫

〇造級町の生活の様子を知らせ、幼児が安定して過ごせるよう 協力を呼び掛ける． 0雨の日の歩き 方、傘

0基本的な生活習慣について、国と家庭 とで一貫した指漏ができるように伝えていく． 0幼児の体調について連絡

0家庭訪問、個人懇ほ等を通して、国でのあそびの様子や年長児になってからの既長の姿を知らせ がでさるようにする．

家:?|る. OIll人慧訣などで、幼児の成長の様子を知らせ、保護名とと

0達格板を通してやり取，Jしたり、 その 日の保言について需リ に保il肴9こ伝えた りする． かリ認のていく ようにする．

交濠活動の

予定

1零生授攀参観 幼繹小研修.,,

1年生との交流 (7月）讐

2年生との交流 （芋撞え）

5年生との交流 (6月）＇

這・
Z ル

期

4 ヽ

学

校

ラ

1零期前半 1学期後半
票1週第2週第3週第4週

●1年生になったこと ●友達や先生と楽し く ●学習の約束を身につ ●1日の流れをつか ●'5分の授；；；に慣れ、章欲的に

を喜び元気に豆校す 閲わる． ける． み、落ち着いて生活す 組む． （＊） 

る． •給食、 鳩鰊など学校 ●運動会の内容を知 る． ●進んで当蓄活動や係活動を行う；

ねらい I • 日レの伎い万を知 生活に慣れる。 り、純習に取，）11!む。 ●学習に興＂、をらっ ●環IJIに慣れ、先生や上級生のt

る・ •学校の リ ズムに慣れ （●) て、意欲的に学ぶ． さ、新たな先生や友達と関わる．

•安9こ豆下佼する． る． （●) （辛） ●友達と仲良 く遊び、肋け合い1

（●) びと活動する． （●） 

．机の配置ヤ敦字掲示等の学習環境に配慮し、安心懇を持って学校生活が送れるようにする． ・絃本の＝ーナーや折り紙、おら

・視覧的支援を大切にする． き、休み時間に目分たちの好き な遊び呑する lを取リ入れる

学

び

を

つ

な

ぐ

J

保幼の

主な

行事
避 難訓練 【通 年】

一＇ 交流活動の

予定

小

学

校

小学校

の主な

行事

生活科

新 1年生情報交換会

交流事前打ち合わせ (4月）

1年 生授業参観 (5月）

運動会練習見笑

がっこうだいすきいちねん

初のての学校生活で、先生

と関わ 1)ながら、施設や

かた、葦下校に慣れ、 安心 し

しく生活できるようになる．

、たくさんあそんだn.

，がっこうらたの しいよ．

，わくわくと・さと・さするね

，なかよ くなリたいな．

，わたしらやってみたいな．

，らっと がっこうをしリたいな．

けんたい

て、 た＜

の出会い

中で、学

、友達の

心1，で凛

讀i



６ 架け橋期のカリキュラム例②
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文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

山口県教育委員会

柳井市の枠

となるもの

として作成

しました。

めざす子ど

も像も市内

共通のもの

です。

カラフルでか

わいいデザイ

ン☆にし、架け

橋期がイメー

ジできるよう

にしました。

また、「掲示

するなどして

いつも手元に

置 い て ほ し

い」との思い

も込めました。

☆ 右の二次

元 コ ー ド の

デ ー タ は カ

ラーになって

いますので、

ぜひご覧くだ

さい。

内容項目を細かくせず、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を基に子ど

もの姿のみを示すことで、各園の考えや特色ある取組を尊重し、どの園・小学

校でも活用できるようにしました。

１年生前半期は、「～しようとする」という意欲目標としました。

そうすることで、子どもたちに、寄り添った支援や言葉がけがで

きるようにしてほしいとの願いを込めています。

子どもの姿

が、「幼児

期の終わり

までに育っ

て ほ し い

姿」とつな

がっている

のかを確認

できるよう、

番号を記入

しました。

ざo
'' 

3月 I 11ってほしい 10の姿 1 4月 8月 9月 3月

0瀧膿な心と体

知 0生活や活動の見通しをもち、考えて行動する．［①2】

~I; 
0運動会や発表会に向けて、自分還も内容を考えたり、 友達と協力しだりする。 【③欲切 II ②自立心

0自分の気持ちを先生に受け止めてもらったり、行動を振り返ったりすることで友達の

思いやきまりの必要性に気付き、行動する．｛④30】

〇散歩や遠足なとの園外保育で、公共籠設を大切にすることで社会とのつながりをm m|| ③謳同性

の

基
る。【G 】

II! 0みんなで使う物を大切にしたり、片付けたりして、自分で生活の場を竪え、その必襲性 | ④性●蠣範竃

を理解する。 【①釈う】 鵬の彗生え

思
轡

力 0こっこ遊びの中で生活に必要な文字や数字、橿謙なとに輿味をもう使うことで伝わる | ◎門との

ち 判 喜びを味わう． （IS)] .わり
断 0日Rの生活を振り返り、楽しかったことを話しだり聞いたりする。 【③30】

ゃ カ
〇絵本や璽話なとの内容をことも自らの経験と結び付けたり、思いを巡らせたりして、思

表 考カ・想像力を豊かにする。 【G⑩】 IIR思轡力の芽生え
学 環

0自分のイメージしだものをのびやかに表現し、友還同土で表現する過程を楽しみながカ

び
の ら、喜びを味わう．｛◎⑩】
基

|⑦自然と直わり
礎

の 0自然に触れて感11Jする体験を通して、好奇心や探求心をもち、身近な動植物を命あるも • 生命尊●
学 のとして大切にする。 {R訊§】

つ1び 〇國生活の中で充実感や漏足感をもち、自分のやりたいことに向かって前向きに殴り組 | R数量や図形・凛識や

に 文字なとへの

な 向か
む。 【匹 】 関心懇覚

0園生活の中で心動かす出来事に触れ、感じだことや思い巡らせたことを自分で表現す
ぅ

る。 (G 】 | ⑨言葉による
が 力

〇仲間の憲思を大切にしようとし、友達の主張に耳を11!1け、共感したり意覧を言い合った 伝え合い
人

りする．ぼ怠◎lり llll

0自分でできることを自分でしよ 〇学級や学校での過ごし方について知り、見通しをもって学校生活を
うとする． 【②J 送ることができる。 [(])]

〇気持ちのよい挨拶や会釈、返事を 0登下校や学校生活の中での安全な過ごし方について者えたり判断し
しようとする． 【①l たりすることができる。 【(])】

0必聾なものや日諜を自分で準傭 0生活や学習の中で、めあてをもって取り組み、振り返ることができ
しようとする． 【②J 1 -~ ｛②J 

0時間を憲謙して行動しようとす
る。【欲 J O係や当番活動なと自分の役割を景たすことができる。［②J

〇楽しくマナーよく給食を食べょ 0学校行事を通して｀新しいことや初めてのことにも道んで撓較し｀
うとする。 【(])5)] 友達と協力しながら活動することができる。｛③】

0先生や友達の顔と名前を覚え、道 0相手の立場に立って者えたり、気持ちに寄り添おうとしたりするこ
んで関わろうとする．C③】 とができる． c④】

0分からないことや困ったことは 0よいことと悪いことを判断し、よいと思うことを道んで行おうとす
先生や友運に聞こうとする。 ［③J る．C④J

〇学校のきまりを知り、 ルールを守 〇友達との1111わりの中で思いやりをもって言葉をかけ、 行動すること
って生活しようとする．C④】 ができる． C④J

0場に応じた言葉遭いの大切さを 0行事や交流を通して、自分の成畏や頑張り、友達のよさに気付くと
知り、使おうとする．C④】 ともに、いつも自分を支えてくれている周りの人に目を向け、感瓢

0学校応援li!Iなと地頃の方とのふ の気持ちをもつことができる ｛⑤J

れあいを楽しむ。 【⑤l lo探究心をもって予測したり、試したりして主体的に学習に取り組む

〇敦科等の学習に興味 ・1111心をも ことができる．【＠】

つ。 【⑥】 〇植惚咋き惚と関わり、生命をガaにしようとする．【⑦】

0校庭の自然に触れて、 その変化を 〇数・啜菰；、撮識や文字なとを生杏笠学習の中で使うことができる。[R】

感じる。 【⑦1 loいろいろな場面での話し合い活動を通して、自分の考えを伝えたり、

0自分だちの遊びや生活、学習の中 友達の者えを聞いたり、質1111したりすることができる． 【◎J

で楽しみながら数えたり比べだ
りする。 【RJ 0読習慣を身に付け、言語に対する舅味闊訳を広げるとともに、感じ

だことや者えだことを自分の言葉で表現することができる． C◎J
〇友達や先生との会話を楽しむ．

｛⑪】 0自分のイメージを動きや言葉、絵などで表現することの楽しさを諫

〇友達と楽しく歌―― •- - ・―-
わう．C⑩J

麹胃 ・繹胃員圃賛傭

＇ ＇ • 



６ 架け橋期のカリキュラム例③

6

文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

山口県教育委員会

協議の中で園と小学校、互

いが大切にしていると分かっ

た「自分たちで考え判断する

ことを繰り返すこと」「選ぶ

場面の設定」「分かち合い

（振り返り）を大切にするこ

と」を２年間貫く保育者の関

わりとして記載しています。

➀（架け橋期にめざす子供

像）②（育みたい力）につ

いて話し合い、共通理解す

ることでそれぞれの教育・

保育実践へのつながりを考

えることができるようにし

ました。

小学校では、生活科を中心

にした合科的な学びをデザ

インしていることが伝わる

ようにし、「振り返り（分

かち合い）」に大切な、国

語科の「話す・聞く」の単

元も記載しています。「ど

んなことを学習するのか」

を伝えるツールにもなって

います。

園と小学校がめざす子ども像

は、学校・地域連携カリキュ

ラムにもつながっている部分

があり、架け橋期の学びが１

８歳までの学びにもつながる

重要なものだと伝わるように、

中学校区のカリキュラムも掲

載しました。

令和 6年度周南市幼保こ小

架け楼となる幼

児期の終わりま

でに育ってはし

い姿

暉

一月 4 | 5 

1年生になった醤びを感じ、意欲的に⇔

校生活を送ろうとする時期

6 | 7 | 8 

学校生活に慣れ、安心 し自信をもって様々なこと に関わり 、

友逹と楽し く過ごす時期

• 自分の思いや考えを出し

• 同 じ目的に向かって、友迂

・話すカ ・聞くカ ・待つカ ・言葉のカ ・感動体験

• 自分の気持ちゃ考えが自寛できるカ ・共感するカ

を生か しながら、自分でできる ことや新たな ことに主体的に取り組む。

ていると ころに気づき、 学びを深める ことができる。

⑥思考力の芽生

ぇ

• 国語科の 「話す・

聞く」

・園での学びとのつ

ながリが強く見られ

る単元

を記霰している．

・矢印は合科的に行

えそうなもの

喜
露
●
冨
●
攣
墓
稟
●薗

⑦ 自然との関わ

り • 生命尊垂

⑧数量や図形、

標識や文字など

への関心 ．感党

⑨言葉による伝

え合い

④ 人 とのつながり

• こ ど も 同士のつなが

り （交流活動）

・指導者同士のつなが

り （合同会語 ・研修

会）

・家庭とのつながり ・

地域とのつながり

自分が経験したことや考えたことをのびのびと伝え合うことができる子

［いさものと

ュラム （周南市立徳山小学校）
字校1年生

, 10 | 1 1 

えを出し合い、 学習や生活が充実する時期

って、 友達と力を合わせて活動に取リ組む時期

，，，，かよ くなろう】 ロー l自分だちの課顆に向か・

下はし2会～6年

【うたって，，どって

12 1 | 2 | 3 

1年間の活動を振り返って 自信をもち、2年生になる ことへの

期待が高まる時期

一ロー一―.- •一 ー．Jて友達と観後まで粘り強く取り組もうとする子

・友達のことを理解しようとするカ

・コミュニケーション能力
・友達と一緒に学びを作り出すカ

・自分の行動に貢任をもつカ

・自分で考え ・選び、やり遂げるカ
・気づくカ

区 運勁会

三 三三声 三
⑤指導上の配慮車項 ●手遊び歌や読み聞かせなど、幼児期 ●当昌活動や係活動の必要性に気づかせ、どんな仕事をし ●生活のリズムを戻しなが

(「つながり 」に関す の生活に近い活動を取り入れ、安心 ていたかなど、幼保こでの経験を生かしながら、 自分た 標を立てたりする ことで、

るもの） ●生活科を中心 と し た合科的 • 閲連的な指導の充実を図る。 （いろいろな経験をする場の設定 季節や行事に合わせた京境支援）

●指導者の関わり ●教師がす ぐ教えたり説明したりするのではなく｀自分たちで考え、判断し行勁する ことを繰り 返し、 主体的な字習者として育った

0喋境の横成 ●課題解決のために 「選ぷ」場面を意識的に取り入れ、 子どもが自分の思いを表出できるようにする。 （自分の思いを伝え合う場の

●子どもたちの 「振り返 り」の時間を大切に し、自分たちの学びのよさや次への見通 しがもてるようにする。 （振リ返りを生か した

0児留が安心感をもち、自 ら学びを広げたり、自分の力で学校生活を送った りする ことがでさるように学酋閑境を整える。 （道具の

［岐隔中学校区とさめさカリキニラム】

（知）目標をもって主体的に学び統ける人

（徳）他者を思いやり、感謝の心をもつ人

（体）よい生活習慣と彊い体をもつ人

（逐携）地域の明日を担う人
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